
地

球

妨
十
饗

第

1
批

三

二
二

首
五
十
度
の
鮎
に
就
き
て
は
'
未
だ
説
明
に
充
分
な
る
貸
鼠
を
行
は
な
い
か
ら
'
此
等
は
更
に
後
日
玖
研
究
を
待
つ

革
に
す
る
｡

温

泉

の

湧

出

曲

線

に

裁

て

石

ノ

成

章

J
JJ
従
来
測
定
せ
ら
れ
た
湧
出
量
の
記
録

'

本
邦
租
泉
の
湧
出
丑
に
就
き
､
文
献
を
参
照
す
る
に
'
日
本
鋸
泉
誌
(
明
治
十
九
年
内
務
省
衛
生
局
編
纂
)
に
は
,
.

其
記
載
無
-
t
M
in
er
at
S
pri
n茸

.f
Japan
(大
正
四
年
敬
刊
'
内
務
省
東
京
衛
鐘
試
瀞
新
著
)
k

於
て
'
石
蹄
民

は
各
派
衆
の
り一
重
夜
間
の
流
出
量
を
詑
載
せ
る
も
､
其
測
定
方
法
を
詑
戴
せ
ず
､
凡
例
に
放
て
概
算
に
過
ぎ
ず
三

日

胡
L
で
あ
る
｡

山
形
横
束
置
娼
郡
赤
湯
町
赤
湯
温
泉
の
調
査
報
文

(
明
治
珊
七
年
､
地
聾
難
詰
第
十
六
集
)
に
於
て
'
金
原
侶
泰

氏
は
'
泉
量
を
測
定
す
る
に
営
㌧

光
づ
各
池
泉
附
属

3
浴
槽
の
容
積
を
知
ら
'
次
に
温
泉
の
之
を
充
す
に
要
す
.ち

時
間
を
計
･C,て
'
之
を
知
れ
･C,}J
附
託
せ
-
.
.是
が
楓
泉
流
出
量
を
測
定
す
る
最
も
普
通
の
方
法
で
あ
る
が
'
貸
際

汎
泉
が

､
鮮
槽
の
下
底
か
与

峯
稽
内
に
湧
き
出
る
時
は
､
上
方
よ
う
の
静
水
勝
を
受
け
強
い
か
ら
､
自
由
に
湧
き

出
て
'

1
分
間
の
湧
出
量
が
割
谷
に
多
い
が
'
汲
泉
が
浴
槽
内
に
貯
溜
す
る
に
従
で
'
上
方
か
ら
湧
出
口
に
静
水
魔



●

を
加
へ
浴
槽
内
の
港
の
粍
さ
が
増
す
に
従
て
'
静
水
魔
が
増
加
す
る
か
ら
'

1
分
間
の
湧
出
最
は
漸
減
す
る
評
で
､‥

蜜
柑
内
に
初
め
て
流
入
す
る
頃
の
湧
出
量
だ
､
浴
槽
に
充
溢
す
る
頃
の
湧
出
量
ビ
ほ
､
大
に
典
る
の
は
曹
然
で
あ
る
'

即
ち
猟
泉
が
下
方
の
湧
出
口
か
ら
､
峯
棟
内
に
流
入
す
る
初
め
か
ら
､
浴
槽
に
充
補
す
る
迄
､
湧
出
量
は
時
々
刻
々

に
鐘
化
す
か
鷺
で
あ
っ
て
'
其
趣
化
は
軸
物
線
(P
a.rab
o
la
)
に
近
い
､
或
る
曲
線
を
番
-
も
の
ビ
推
定
せ
ら
る
る
'

此
曲
漁
を
便
宜
上
温
泉
湧
出
曲
線

(Ftow
culVe
)
.
ビ

稀
す
る
事
に
す
る
｡

･
察
槽
内
に
下
か
ら
独
泉
が
流
入
し
初
め
た
時
か
ら

､

搭
槽
に
充
満
す
る
迄
の
時
間
で
'
浴
槽
内
の
泉
畳
を
険
し
で

得
た
湧
出
畳
は
'
各
党
構
迄
の
間
の
平
均
湧
出
量
で
あ
っ
て
'
各
時
刻
に
於
け
る
賓
際
の
湧
出
量
を
如
賓
に
示
す
も

の
で
無
い
か
ら
'
浴
槽
に
温
泉
を
充
す
に
幾
何
の
時
間
を
要
す
る
か
ど
い
ふ
場
合
の
盛
者
に
は
為
る
が
､
浴
槽
に
充

薄
後
溢
出
す
る
量
と
も
違

へ
ば
'
静
水
屡
に
影
響
せ
ら
れ
無
い
温
泉
の
異
の
湧
出
量
と
は
大
に
異
る
も
の
で
あ
る
事

を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
｡

こ､湧
出
量
の
種
類

故
に
浴
槽
､
受
桝
又
は
タ
ン
ク
等
に
下
方
の
湧
出
口
か
ら
流
入
す
る
池
泉
七
於
て
は
'
少
-
も
三
種
g
湧
出
量
を

測
定
す
る
必
要
が
ぁ
d
L評
で
あ
る
､
第

一
は
搭
槽
又
は
受
桝
'
タ
ン
ク
の
金
充
満
に
要
す
る
時
間
の
平
均
湧
出
量
で

妨
二
は
充
満
後
餌
溢
流
す
る
湧
出
量
､
筋
三
は
峯
稚
内
に
湧
出
す
る
､
静
水
腔
の
影
響
L･t
き
'
温
泉
の
異
の
湧
出
量

で
あ
る
'
然
る
に
湧
出
の
張
盛
Fi老

親
展
-こ
於
て
は
'
賓
際
湧
出
口
藍

刃
金
に
閉
塞
し
て
'
受
桝
又
は
タ

ン

ク
､
浴

槽
を
金
Y
袈
虚
に
す
る
轟
の
困
難
t.碁

合
が
砂
な
-
無
い
も
の
で
あ
っ
て
T
此
場
各
に
は

一
定
時
間
内
の
湧
出
量
切

泣

出

の
抽
出
仙

妹に

裁
て

三

一二
二



地

球

節
十
懸

節

丁
触

志

二
四

担
化
を
成
る
べ
-
精
密
に
観
測
し
て
p
湧
出
曲
線
の
ガ
擬
式
を
求
め
t.
此
方
程
式
か
ら
､
増
論
的
に
最
初
の
湧
出
最

を
算
出
す
る
の
他
は
無
い
｡
是
鮎
か
ら
で
も
P
成
る
L(I
-
鼻
に
近
い
漆
山
曲
縦
の
方
程
式
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る

O
.

総
務
本
邦
の
温
泉
調
査
報
文
を
塵
照
す
る
に
.
湧
出
量
に
銅
七
で
恨
､
社
々
轟
然
記
載
無
さ
も
の
が
あ
L
､
叉
湧

出
畳
の
記
載
し
て
あ
る
も
の
に
於
て
も
､
其
測
定
方
法
の
記
載
の
無
い
の
が
多
-
'
総
て
前
記
の
三
種
の
湧
出
量
の

果
し
て
何
れ
に
留
る
か
な
明
瞭
に
知
-
難

い
の
が
砂
な
-
無

い
の
は
遠
戚
で
あ
る
が
.
大
鰻
もこ
於
て
'
第

一
種
の
湧

出
量
を
詑
載
せ
る
も
軌
が
最
も
多
い
頻
で
あ
る
｡

伊
豆
熱
海
噴
湯
泉
'
陸
前
鬼
骨
噴
泉
､
肥
前
小
藩
の
噴
泉
J
越
後
潮
波
の
噴
泉
､
山
形
楳
最
上
池
魚
､
下
野
栗
山

村
噴
泉
､
北
海
些

雇

敵
勢

紀
伊
湯
崎
間
飲
噴
泉
の
如
き
バ
自
然
に
峯
中
に
噴
出
す
る
温
泉
に
於
で
は
'
異
境
出

前
､
地
中
に
於
て
は
､
他
の
普
箪
池
泉
だ
同
じ
-
､
地
下
水
の
静
水
魔
の
影
響
を
受
け
る
轟
勿
論
で
あ
る
が
､
渉
槽

や
タ
ン
ク
等
の
静
水
鷹
に
は
舶
係
L･i
き
務
出
畳
が
測
ら
る
る
評
で
あ
っ
て
'
従
凍
報
骨
せ
ら
れ
た
の
は
'
前
記
第
三

種
の
湧
出
畳
だ
恕
む

べ
き
で
あ
る
｡

相
島
順
石
塊
郡
教
本
池
泉
調
査
報
文

(
明
治
四
±

7年
'
地
質
調
査
朗
報
食
第
十
四
髄
)
に
'
中
村
新
太
郎
氏
の

骨
で
其
充
溝
に
妥
す
る
時
間
を
計
ら
'

一
分
時
間
の
水
量
に
換
算
し
た
も
の
で
'
亦
絡
槽
の
静
水
魔
に
関
係
な
き
'

前
記
欝
三
種
の
湧
出
量
で
あ
る
｡

･
伊
漁
道
後
温
泉
調
査
報
文

(
大
正
四
年
'
地
撃
都
註
解
廿
七
基
)
に
於
で
'
河
野
覇
氏
が
詑
載
せ
る
湧
出
量
は
､



湧
出
口
よ
り
流
出
せ
る
量
を
測
定
し
た
も
の
で
､
矢
張
前
記
第
三
種
の
洩
出
畳
だ
寵
め
ら
る
る
｡

帥
奈
川
順
湯
河
原
況
泉
調
査
報
文

(大
正
四
年
､
地
撃
難
詰
第
廿
七
集
)
ド
.
小
林
儀

一
郎
氏
の
託
載
せ
る
湧
出

量
､
山
櫛
形
上

ノ
山
脱
炭
調
査
報
文

(大
正
十

一
年
'
地
車
難
詰
第
三
十
四
基
)
に
同
氏
の
記
載
せ
る
湧
出
最
は
､

何
れ
紅
試
掘
井
よ
-
湧
出
す
る
泉
畳
で
あ
る
が
.
果
し
て
前
記
節
三
種
に
該
普
す
る
も
の
な
も
や
否
や
'
測
定
の
方

法
が
記
載
し
て
無
い
か
ら
明
瞭
で
無
い
｡

箱
根
温
泉
調
査
報
文

(大
正
五
年
'
地
質
調
査
研
報
告
第
五
十
九
戟
)
に
於
て
.
佐
藤
停
減
氏
の
報
せ
に
よ
れ
ば

湧
出
口
よ
り
､
汎
泉
を
竹
管
に
導
き
.
又
は
石
室
に
貯
溜
L
t
是
か
ら
浴
槽
に
輸
注
す
る
の
で
あ
っ
て

{
但
し
仙
石

屋
の
二
色
湯
の
み
は
､
直
接
に
浴
槽
内
に
湧
出
す
)
湧
出
量
の
測
定
は
､
浴
槽
･に
導
-
導
管
に
四
斗
樽
を
充
て
7

其

充
満
に
要
す
る
時
間
を
計
上
L
t

l
分
時
間
に
於
け
る
水
量
を
算
出
し
た
だ
い
ふ
轟
で
あ
る
が
.
貯
溜
石
室
か
ら
湯

の
引
出
口
が
.
石
室
の
上
鞘
に
在
る
な
ら
ば
p
石
室
内
に
貯
溜
す
る
湯
の
操
さ
に
相
常
す
る
静
水
魔
が
､
下
方
か
ら

の
湧
出
量
に
静
聾
を
及
ぼ
す
評
で
あ
っ
て
p
前
紀
湧
出
畳
の
第
二
種
に
詫
皆
す
る
嘗
で
あ
る
が
'
湯
を
引
-
間
'
石

室
内
の
湯
の
況
さ
を
常
に
同

1
に
保
た
無
け
れ
ば
'
協
出
畳
は
飴
終
担
化
す
る
革
だ
為
る
｡

加
賀
問
川
中
隅
泉
調
査
報
文
(
小
川
蕗
静
氏
'
別
線
柵
七
年
､
的
軍
都
誌
第
十
六
基
)熱
海
撒
泉
調
査
報
文

(醐
没
収

赫
氏
､大
正
元
年
.
地
撃
雑
誌
第
廿
四
集
)膏
森
順
南
津
軽
郡
大
鰐
､
減
船
池
永
恥
奄
報
文
(
小
林
儀

1
郎
氏
､
大
正
三

年
'
地
質
調
査
所
報
告
第
四
十
七
鶴
)渡
島
閥
亀
田
郡
根
橋
村
湯
ノ
川
狐
免
訴
悲
報
文
(岡
村
妥
減
氏
大
正
五
年
も
地
質

調
査
朗
報
督
第
五
十
玉
髄
)両
島
糠
耶
姉
那
日
中
汎
泉
調
査
報
文
(門
倉
三
根
戊
､
大
正
五
年
'
地
質
調
査
朗
報
菅
第
五

十
九
壊
)
山
形
聯
開
田
州
郡
由
良
鋸
泉
調
査
報
文
(佐
藤
停
織
成
'大
正
八
年
地
質
調
査
所
報
告
麓
止
十
九
翫
〕
鞭
勧
甑

縦
糸
の
沖
的
脚
線
に
就
て

墓

l
蓋



地

球

飾
十
怨

第

7
髄

責

二
六

泉
開
窓
報
文
(佐
藤
俸
減
氏
.大
正
十
二
年
､
地
撃
雑
誌
第
三
十
五
塊
)北
海
道
登
別
渦
泉
調
査
報
文
(
田
中
舘
秀
三
氏
'

大
正
十
三
年
.
地
撃
難
詰
第
三
十
六
集
)南
紀
歯
崎
漉
泉
調
査
報
文
(
石
川
成
輩
､
大
正
十
五
年
'
地
球
第
五
幕
)京
都

府
木
津
洩
泉
調
査
報
文
(
同
上
､
昭
和
二
年
､
地
球
第
七
億
)
に
勧
載
せ
る
葡
出
蓋
は
'
何
れ
も
容
槽
時
よ
り
浴
槽
に

湯
が
充
満
す
る
迄
の
時
間
､
又
は
相
皆
長
時
間
の
平
均
聖
不
し
た
も
の
で
､
第

1
稽
湧
出
量
,̂J
恕
む
べ
き
で
あ
る
｡

≡p
湧

出

曲

線

ー
下
方
か
ら
浴
槽
に
湧
出
す
る
温
泉
湧
出
量
の
鼻
化
を
研
め
ん
が
籍
め
に
七
日
分
は
p大
正
十
三
年
八
月
'鳥
取
豚
兼

伯
郡

ゴ

就

脱
炭
に
於
て
p
各
搭
梢
に
就
き
,
柑
内
の
湯
の
成

る
ペ
-
少
且苦

る
時
よ
り
,
歯
の
深
さ
の
槍
加
空

足

時
間
内
精
密
に
観
測
し
､
次
で
大
正
十
四
年

一
月
'
和
歌
山
嚇
西
牟
婁
郡
瀬
戸
鈴
山
村
湯
噛
温
泉
の
各
湯
に
於
で
p

先
づ
浴
槽
内
の
湯
を
排
除
し
.
巷
糟
時
か
ら
充
酒
時
迄
の
湧
出
状
況
を
､
各
時
刻
に
於
け
る
湯
の
慌
さ
に
よ
-
て
p

精
密
に
観
測
し
た
..
是
等
観
測
の
革
質
に
基
き
.
湧
出
量
の
時
々
刻
々
の
鍵
化
を
示
す
湧
出
曲
線
を
轟
い
て
見
た
7

第
1

同
に
示
す
も
の
は
､
三
朝
汲
泉
西
藤
舘
の
男
歯
の
湧
出
曲
線
で
あ
る
.
即
ち
時
刻
(
砂
)
を
横
軸
に
.
浴
槽
内
の

歯
の
況
さ
(分
)を
縦
軸
に
取
ら
｣
各
時
刻
に
於
け
る
観
測
の
殆
英
を
鮎
に
て
岡
上
に
記
入
し
､
之
を
兼
に
て
連
絡
し

た
も
の
で
あ
る
｡
此
線
の
形
状
に
よ
･D
孤
束
湧
出
の
状
況
を
飴
程
精
密
に
知
る
軍
が
出
凍
る
｡

先
づ
湧
出
臥
不
規
則
な
湯
は
曲
線
に
凸
凹
を
生
じ
規
則
正
し
き
も
の
ほ
ざ
線
が
滑
か
L･i
評
で
p
且
つ
叉
湧
出
の
犯

盛
な
る
鶴
見
は
.,/J
此
線
が
上
方
に
立
ち
'
敬
弔
な
池
魚
は
.'M
株
に
寝
る
静
で
.
芳
心
糟
内
湯
の
静
水
魔
に
影
響
せ
ら

れ
や
.

一
定
の
割
合
で
柑
内
に
流
入
す
る
な
ら
ば
､
此
線
は

一
定
の
傾
き
を
有
す
る
直
線
だ
満
ち
'
静
水
魔
の
影
響



を
受
-
る
こ
ビ
大
な
る
池
泉
ほ
で
､
甚
し
-
曲
る
評
で
あ
っ
て
､
若
し
槽
内
湯
の
静
水
鷹
が
､
下
よ
り
の
湧
出
鷹
だ

釣
も
各
ふ
深
さ
に
連
す
れ
ば
七
山其
よ
･｡
以
上
深
さ
は
埠
さ
無
い
評
で
､
湧
出
曲
線
は
蓬
に
横
軸
.IJ
殆
ん
で
平
行
と
承

a
.
即
ち
此
湧
出
曲
線
は
'
横
軸
に
殆
ん
で

平
行
な
る
漸
近
線

(A
ssy
m
ptote
)
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
て
､

組

物
線
(P
ara
b.1a
)
に
近
い
曲
線
だ
考

へ
て
支
障
無
い
｡

今
群
稚
内
の
湯
の
操
さ
を

y
E
L
t
時
刻
を
t
.
温
泉
に
特
有
な
る
常
数
を
A
及
び
lEさ

す
れ
ば
湧
出
曲
線
は
､

y
.I

A
tn/･･････-
･･(
1

)

ーこ
近
い
も
の
ビ
推
定
す
る
罫
が
出
凍
る
が
､
曲
線
の
様
で
は
'
観
測
の
数
値
を
通
用
し
て
､
果
し
て
此
式
が
よ
-
也

谷
す
る
や
否
や
を
検
味
す
る
に
不
便
で
あ
る
か
ら
.
是
を
雀
線
式
に
直
す
方
が
便
利
で
あ
る
.
即
ち
田
式
を
封
数
式

}J
す
れ
ば
､

Iog
lOy

I

Iog
lOA

+

n
Jog
t････････････(
2

)

だ
為
る
P
是
は
明
か
に
直
歌
の
方
程
式
で
あ
る
か
ら
P
観
測
し
た

y
及
び
t
の
数
倍
か
ら
､
其
封
数

(log
)
を
求
め

其
各
値
を
斯
に
で
岡
上
に
記
入
し
.
之
を
列
ね
た
る
も
の
が
､
若
し
蔽
政
ビ
為
る
L･i
ら
ば
'
川
の
曲
兼
式
が
埴
各
す

る
も
の
な
る
革
を
知
る
こ
巳
が
出
凍
る
ビ
同
時
に
.
今
轟
い
た
直
線
だ
観
測
倍
だ
に
ょ
･O
.
A
及
び
n
の
値
を
知
る

と
ど
が
出
凍
る
0

前
記
三
朝
池
永
西
藤
舘
藤
井
え
っ
の
男
浴
槽
に
於
で
.
大
正
十
三
年
八
月
廿
七
日
.
午
前
十
時
五
十

1
分
､
湯
の

溌
さ
七
寸
の
時
か
ら
観
測
を
初
め
p
探
さ
五
分
宛
噂
卸
し
た
時
刻
哲
精
密
に
測
り
､
僅
さ

一
尺
四
寸
の
時
迄
観
測
し

･花
数
倍
の
対
数
を
以
て
'
武
に
岡
上
に
記
入
し
,.
之
を
蓮
始
し
て
見
た
藤
が
殆
ん
で
直
娘
に
為
っ
た
か
ら
､
添
田
曲

沢
泉
の
河
出
州
税
に
就
て

孟

二
七



地

球

第

十

櫨

姉

丁
批

7.1<

二
八

兼
は
ご

別
報
の
方
程
式
が
戎
程
度
進
通
令
す
る
轟
を
知
る
罫
を
得
た
｡

俵
-
て
和
式
の
A
及
び

n
の
値
を
求
む
る
に
､例
式
に
於
て
.
t=
1

な
る
時
は
t
IoglO
t
-
0
で
あ
る
か
ら
例
式
は

10g
lOy

I

log
.oA

ビ
盛

る
'

故
に
問
上
の
直
線
を
延
長
し
て
.
縦
軸
に
交
は
ら
し
砂
､

10g
10y

I

Iog
ICA

-

1
0
･6
1
3

-

1
･3
8
7
･
/
･
A

=

0
･2

43

な
る
数
個
を
碍
ー
是

を
牌
式
にこ
通

用
し
て
'

史
に
IoglOi
井
に

Iog
toy
の
数
個
の
観
測
値
よ
り
'
例
式
に
よ
り
で
n

の
平
均
低
を
計
算
し
て

n
-

0
･8
35
な
る
億
を
得
た
.

是
に
於
て
求
む
る
虞
の
湧
出
曲
線
の
方
米
式

y

=
O

･243t
冨

5
･句触I

三朝況瓜田JTLJi-飴紛

抄出tlLL放

な
得
た
'
賓
際
観
測
に
依
る
湧
出
曲
線
だ
､
此
方
轟
式
に
て
表
は
せ
る
湧
出
曲

線
ど
な
比
較
す
る
に
､
可
な
ら
よ
-
菅
谷
す
る
こ
と
第

1
聞
及
び
左
の
表
に
示

す
通
わ
で
あ
る
｡

園
中
質
線
に
て
示
す
は
机
潮
に
よ
る
も
の
に
し
て
､
破
綻
は
前
記
方
.裸
式
よ
-

計
算
し
て
得
た
る
結
果
を
示
す
｡

(
同
を
縮
小
し
た
る
食
め
両
線
殆
ん
で
各

せ

･.a)
閃
鳥
取
掘
兼
伯
郡
三
朝
温
泉
､
西
藤
館
藤
井
え
っ
蕩
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y

初

也

帆

繰

y

=

O.
2
4
3
t

O
･
M
S
S

97

16

14

77

91

.
84

49

39

38

糾

83

79

17

0

4

10

15

19

.
㍍

29

3
.

39

44

49

54

59

65

7

5

0

9

7

1

1

5

7

8

nu
3

lD

l

ウ〟
ウ山
2

州q
c0

569

941

147

288

407

.
601

578

646

708

765

818

863
弼

弼

b

I
1

1

2

2

2.
2

2.
2

2

2

2

2
.
2
.
2

3.44091

3.49415

3.57749

3.62325

㍗

･-;
:.
i

.

3
-
皿

H

f･
:i
.

Zi
!

･2
.

g
'

湖
.

'm

j

I.l

E
.

諾

｡3-
･
-

霊

舶

捌

m

m

拙

慧

棚

鵬

t

朋
.ヽ
ノ

?
Z

J,r
.
l
.

紗

桝

c

n

｡

-

0

-

0

-

0

-

｡

-

1

TI<
2

2

3

3

4

4

LO
5

;･
.;=;
3m･:

況

鹿

の

沖

rli
脚
線
に
就
て

60 729.2

65 809.3

70 897.3

210 2760.0 2.32222

219 3120.0 2,34044

2吉3 3780.0 2.36736

24=0 4200.0 2.38021

佃
前
記
西
藤
館
の
港
に
放
て
.
塵
蒋
の

食
め
充
満
に
近
き
時
の
湧
出
の
状
況
を
観

測
し
た
､
容
槽
時
か
ら
湯
の
探
さ
が
二
尺

1
寸
に
至
る
迄
に
'
四
十
六
分
を
要
し
.

更
に
二
尺

一
寸
九
分
迄
に
六
分
､
二
尺
三

寸
三
分
迄
に
宜
に
十

1
分
'
是
か
ら
梶
さ

二
尺
四
寸
即
ち
充
満
迄
七
分
を
要
し
た
､

前
記
の
湧
出
曲
線
方
滞
式
は
､
湯
の
深
さ

七
寸
か
ら
t

I
尺
四
寸
迄
約
十
五
分
間
の

観
測
か
ら
導
い
た
も
の
で
あ
る
が
'
是
が

其
時
か
ら
五
十
五
分
鰹
過
せ
る
､
充
満
時

の
附
近
で
.
如
何
な
る
耕
鹿
追
池
谷
せ
ら

る
べ
き
か
を
槍
味
す
る
食
め
'
前
掲
の
表

中
横
盆
以
下
の
計
算
を
試
み
た
が
未
申
に

示
す
が
如
-
.
観
測
し
た
湯
の
探
さ
'
二

尺
三
寸
三
分
の
時
､
方
耕
式
か
ら
計
算
し

て
稗
光
億
は
二
尺
三
寸
六
分
だ
角
-
､
二

元

二
九



地

球

節

十

塔

第

7
統

一着

三
〇

児
四
寸
の
充
満
時
の
計
算
値
は
'
二
尺
玉
寸
八
分
だ
食
わ
て
p
葦

は
意
外
に
僅
少
で
あ
る
､
即
ち
観
測
し
た
倍
か

ら
.
観
測
時
間
の
約
四
倍
後
の
時
の
湧
出
畳
迄
を
晴
々
推
定
七
得
鳩
事
だ
為
る
0

㈲
和
歌
山
堀
酉
傘
婁
抑
瀬
戸
鈴
此
村
数
崎
恨
象
潟
之
湯

大
正
十
四
年

1
月
五
日
午
前

1
時
〇
分
ま
わ
'
午
後
十

1
時
五
十
分
に
至
る
間
に
於
て
､
量
槽
時
か
ら
浴
槽
に
湯

脚好況盈堵之湯･抄出fuL掛

の
充
満
す
る
迄
の
､
湧
出
の
状

況
を
p
酵
柑
内
の
湯
の
搾
さ
の

増
加
に
よ
･C,て
勘
乱
し
'
此
数

億
か
ら
.
前
記
だ
同
様
の
方
法

に
よ
う
'
湧
出
曲
線
の
方
程
式

y

I
0
･912
L.'9

を
得

た

､

此
方
碍
式
よ
-
計
算

に
よ
-
て
得
た
湯
の
洗
さ

y
kJ.
賛
際
観
測
し
た
値
ど
の
対
照
は
'
次
の
未
の
通
り
で
あ
る
Q
即
ち
初
め
よ
旦

1時

間
p
湯
の
深
さ
六
寸
八
分
迄
は
､

Th
の
観
測
値
だ
計
算
値
ど
よ
-
符
各
し
二

ハ
時
間
率
'
湯
の
浅
さ

一
尺
九
寸
四
分

迄
の
間
は
､
観
測
債
だ
計
算
値
ど
の
美
佳
に
二
､
三
分
に
過
ぎ
な
い
'
初
よ
ヱ

○
魔
間
を
経
'
湯
の
深
さ
二
八
五

寸
五
分
に
充
ち
て
'
計
算
低
は
三
寸
三
分
の
差
を
生
じ
､
之
よ
rO
漸
次
差
が
増
大
し
て
.
11
0
時
間
に
至
･C
,で
は
も

両
者
の
蓋
が

1
尺
六
寸
七
分
だ
滞
る
｡
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旭

川

妨
十
怨

燐

丁
班

至

三
二

ソ
コ
デ
.
観
測
に
よ
る
潟
之
湯
湧
出
の
賓
祝

だ
.
曲
線
方
程
式
だ
を
仔
細
に
槍
昧
す
る
に
､
麿
之
湯
は
湧
出
の
張

碓
L･i
ら
ざ
る
抱
泉
で
､
浴
槽
内
の
静
水
腰
の
影
響
を
栗
む
る
事
､
剖
各
に
大
な
る
等
で
あ
る
の
に
､
曲
線
方
程
式
は

･lij柑
肘
に
湧
出
す
る
初
め
の
頃
の
観
測
数
倍
か
ら
得
た
も
の
で
あ
っ
て
'
曲
線
方
程
式
の
1
の
指
数
が
1
に
近
い
の

は
.
直
碑
に
近
い
の
で
あ
る
か
ら
､
浴
槽
内
に
湯
の
少
な
い
間
は
､
静
水
魔
の
影
響
も
少
な
い
静
で

y
の
計
算
値
だ

観
測
値
ビ
が
p
よ
-
節
食
す
る
が
p
充
満
に
近
い
時
に
至
れ
ば
､
静
水
麿
の
影
響
が
甚
し
-
､
従
で
両
者
の
値
に
可

な
-
の
差
異
を
凍
す
罫
ビ
為
る
の
で
あ
る
.
さ
ゎ
.fJ
て
充
満
に
近
い
時
の
娩
測
伍
か
ら
曲
線
方
程
式
を
求
む

れ
ば
'

明
に
初
め
の
時
の
観
測
値
に
符
各
し
無
い
､
畢
蒐
斯
る
場
合
の
湧
出
曲
線
は
､
苗
に
暇
定
し
た
も
の
よ
-
も
飴
程
複

雑
な
形
の
も
の
で
無
け
れ
ば
､
終
始

一
貫
し
て
観
測
値
ビ
解
各
す
る
様
に
は
食
ら
無
い
も
の
と
凪
は
る
る
｡
併
し
斯

る
不
完
粂
な
る
湧
出
曲
放
方
程
式
で
も
､
初
め

二

二
時
間
の
観
測
か
ら
､
六
､
七
時
間
後
を
推
測
し
て
も
.
其
観

l時仲)

藤崎温泉細来場軌 B曲掠

差
は
機
に
二
七
三
分
を
出
で
窺
い
だ
い
ふ
事
に
於
で
.
満
足

L

無
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

朝
湯
崎
温
泉
病
乗
場
大
正
十
四
年

一
月
四
日
午
後
十

1
時
五
十

分
よ
･Jl
五
日
朝
七
時
に
至
る
観
測
に
基
き
.
前
記
だ
同
様
の
方

港
に
よ
り
､
掲
出
曲
親
方
衆
式
y
-
1･919tO･〝23
を
得
た
､
表
に
示

す
が
如
-

y
の
観
測
値
ビ
計
算
値
ど
の
差
は
､
三
､
四
分
を
出

で
無
い
'
但
最
後
の
観
測
値
は
､
多
分
親
測
の
襖
で
あ
ら
う
｡
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は
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慧

糊
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糊

州

㈱
湯
崎
組
泉
元

ノ
湯
.
観
測
時
.
大
正
十
四
年

l
月
五
日

午
前

〇
時
五
分
よ
り
午
前
九
時
四
十
分
に
至
る
間
'
湧
出

鎗畔温泉元ノ場湧出曲紋

logt.,
計サ
ー
)

探

分
ノ

′し

拐

y

判
別
時

t

15･ 25･､ 1ユ761

45 45 1.653字

75 69. 1.8751

105 91. - 2.0212

135 110 2ユ303

165" 136 2.2175

195 155 2.2900

225 175. 2.3522

2.4065

2.4543

2.4983

345 240 2.5378

375 265･ 2.5740

405 280､ 2.6075

407 296 2.6096

曲
線
方
程
式

y
-

310
5
2
t
O
･7
33
6

初
臥
ビ
中
頃
己
に
.

y
の
観
測
値

だ
計
算
凪
だ
館
谷
L
無

い
の
が
あ
る
が
､
是
は
観
測
の
暫
時
'
湯
が
横
の
穴
か
ら

洩
れ
だ
の
を
後
に
気
付
い
た
.
即
ち
観
測
値
よ
り
も
計
算

鑑
の
方
が
異
に
近
い
跡
で
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沖
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曲
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湯
の
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い

か
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し
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薦
め
に
方

程
式
の
常
数
の

計
算
に
は
観
測

の
初
め
か
ら
､

九
時
間
以
後
の

観
測
値
平
均
を

探
っ
た
か
ら
､

初
め
の
方
は

y



の
観
測
値
だ
計
算
値
ど
の
差
異
が
､
制
令
に
多
い
が
､
終
･C,の
方
は
可
な
ら
善
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凍
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ら
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な
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湧
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あ
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搬
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迫
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洩
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あ
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泉
の
湧
出
量
は
'
下
方
か
ら
浴
槽
又
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貯
湯
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に
流
出
す
る
も
の
に
於
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は
､
糟
内
の
湯
の
押
水
摩
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影
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無
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槽
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湧
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満
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充
満
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区
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し
て
測
知
す
る
罫
が
必
要
で
あ
る
が
､
後
衆
の
湯
泉
調
査
報
文
に
は
､
是
が
明
瞭
に
詑
就
せ
ら
れ
て
無
い
の
が
多

い
の
は
､
退
城
で
あ
る
｡

浴
槽
又
は
貯
湯
槽
の
面
積
が
'
下
底
か
ら
上
端
ま
で
'

1
億
な
る
も
の
に
於
て
は
'
湧
出
に
ユ
る
湯
の
株
さ
の
槍

加
を
概
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け
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泉
湧
出
の
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況
を
考
察
す
る
に
最
も
便
利
で
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湧
出
の

強
弱
や
異
常
等
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
出
凍
る
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1
定
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内
前
記
観
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の
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か
ら
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の
方
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得
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か
ら
客
柑
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初
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の
湧
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を
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す
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こ
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が
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か
ら
浴
槽
充
満
迄
に
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す
る
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又
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1
定
時
間
後
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内
の
毅
の
深
さ
を
略
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推
算
す
る
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が
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凍
,る
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は
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測
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近
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湧
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